
第44巻1号2020年3月21日発行（毎月1日発行）

掲 示 板

2 0 2 0

4月号

館内ボランティア活動を３月末まで休止

当館では、新型コロナウイルスの感染拡大を

予防するため、２月27日(木)から館内のボラン

ティア活動を休止させていただきました。その

後、感染拡大が進んだため、休止期間を延長し、

急いでお知らせするため、本号の発送を早めま

した。現在の予定は以下の通りですが、今後、

休止の再延長や活動内容による異同もあり得ま

す。皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご

理解とご協力をお願いいたします。

◆ボランティア交流会(３月27日)の中止

感謝式典は４月以降、館内で行います。

◆館内ボランティア活動の休止期間

＊３月31日(火)まで

＊４月１日(水)以降の予定は、３月24日(火)

に決定します。

◆休止する活動とサービス

＊館内のボランティア活動

＊４階会議室の利用(講習会、勉強会等)

＊対面リーディング、情報機器の個人講習

＊５階サービスフロアは開室していますが、

不要不急のご来館はお控えください。

＊図書貸出の電話受付時間は当面10時～15時

(本来は16時30分)に短縮します。

◆最新情報の発表

当館ホームページ(http://www.lighthouse.

or. jp/iccb/)か、お電話でご確認ください。

◆来館時のお願い

当館にご来館の際は、当面、以下を遵守して

くださるようにお願いいたします。

①出発前に体温を測り、37.5℃以上の時(平

熱よりも高い時)は来館を控える。

②入室前に、館内の洗面所で手洗いをする。

③咳やくしゃみ、鼻水が出そうな時はマスク

を付ける。

◆『点訳』『ろくおん』『対面』通信の発行延期

本誌と同時に発行予定でしたが、次月５月号

に同封するか館内でお渡しします。

３月～４月の休館について

３月31日(火) ５階サービスフロア休室(棚卸し)

４月９日(第２木曜) ５階サービスフロアと

別館･図書貸出は休室(在庫･書庫整理日)

４月29日(水･祝日) 全館休館

拡大掲示板 を４頁に掲載。４月以降の点訳

・音訳講習会の予定も載せています。
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世話人会のご尽力で１年間の活動を無事終了

ボランティア友の会の2019年度活動・会計報告

2019年度の｢ボランティア交流会｣は、大変残念ながら、新型コロナウイルスの感染拡大を予防

するため中止となり、｢ボランティア友の会総会｣も実施できませんでした。そこで、本誌上で友の

会の2019年度の活動報告と会計報告を行いますので、ご確認ください。なお、活動歴20年・30年

以上のボランティアの方々に感謝状をお贈りする｢感謝式典｣は後日、当館４階会議室で行います

ので、ぜひご参加ください。受賞者の皆様のお名前は本誌８頁でご紹介します。

〔１〕2019年度活動報告

行事

１．ボランティア交流会・総会

３月６日(水) 交流会参加者 149人

桂 文太さん 落語とトーク

２．ガイド体験会 ｢見えない・見えにくい人へ

のサポートの基本の“き”」

５月23日(木) 参加者 20人

視覚障害の基本講座、ワークショップ

(ガイドやコミュニケーションの方法など)

３．施設見学交流会

11月７日(木) 参加者 23人

大阪市立阿倍野防災センター

あべのハルカスレストランにて交流会

世話人会報告

３月28日(木) 第１回世話人会

・新旧世話人引き継ぎ

・2019年度世話人の役割分担決定

・ボランティア交流会・総会の反省

５月９日(木) 第２回世話人会

・ガイド体験会について

・施設見学会の検討

７月４日(木) 第３回世話人会

・ガイド体験会の反省

・施設見学会について検討

９月５日(木) 第４回世話人会

・施設見学会の検討

11月７日(木) 第５回世話人会

・施設見学会の感想

・ボランティア友の会交流会内容検討

2020年１月９日(木) 第６回世話人会

・ボランティア友の会交流会・総会について

・次期世話人について

〔２〕2019年度会計報告

収入 前期繰越金 385,334

交流会会費 132,000

寄付金 19,350

バザー売上 60,900

施設見学会会費残金 825

郵便貯金利息 2

合 計 598,411

支出 交流会経費 205,300

(講師謝礼) 20,000

体験会経費 7,946

慶弔費 24,869

助成金(友の会文庫) 10,000

世話人会経費 18,360

次期繰越金 311,936

合 計 598,411

〔３〕2020年度世話人(敬称略､50音順)

留任 代表 笠松幸彦(電子書籍)

池本滋子(対面) 植田美穂子(録音)

奥 幸子(録音) 鴻上真理(点字)

松谷富子(対面)

新任 大安徹雄(点字) 尾崎一恵(音声解説)

田中恵子(録音)

退任 川添美智子(音声解説) 小泉憲一(点字)

小林弘子(図書･情報) 三原佳子(録音)

※退任される皆様、ありがとうございました。

留任、新任の皆様、よろしくお願い致します。

〔４〕2020年度活動予定

・ガイド体験会

・施設見学会

・友の会交流会・総会

ボランティアのページ



- 3 -

難しさと嬉しさ、そして感謝の気持ちに溢れる毎日

対面リーディングと図書貸出～２つの業務に奮闘中

図書・情報係 長尾郁子

好きな本を通して人と関われたらいいな、と

司書の資格を取ったのは、遥か昔、大学時代で

す。時はバブルで、楽観的に生きていた私に当

時の先生(図書館学の教授)が｢図書館の求人は

ほぼ無いに等しいからね｣と、ひと言。かくし

て、大学を出た私は本に全く関わりのない仕事

に就き、家事や育児をしながら気づくと四半世

紀がたっておりました。

もう、関わることは無いと思っていた本の

仕事でしたが、数年前に学校司書として本に

携わる機会ができ、昨年からは縁あってこちら

で図書サービスの仕事をさせていただくことに

なりました。今までの私は、人生は一直線上の

一方向に進んでいるのみ、と思っていた節があ

るのですが、こうしてみると大きく弧を描いて

戻っているような……こんな曲線がどこに向か

うのか、今はとても楽しみです。

こんな私が現在、図書・情報係で担当してい

る仕事は大きく分けて２つあります。

一つは、別館での貸出、返却を中心とした図

書館業務です。利用者さんがお探しの資料を検

索し、当館に無ければ他館からの取寄せ手配を

するなどして、ご希望の資料をお届けします。

この業務で日々感じているのは、レファレン

スの難しさです。電話でのやりとりが基本なの

で、知らない作品や作家、専門用語などをおっ

しゃられた場合、まず正確に聞きとることが難

しく、検索に焦りを感じてしまい、あたふたす

ることもしばしばです。けれどもそんな時、周

りの職員からのフォローや声掛けがあり、協力

して探してくださる優しさは心強いかぎりです。

そして何といってもこの業務のやりがいは、

ボランティアの皆様(と職員が)作ってくださっ

たデイジーや点字の資料を、直接利用者の方に

届けられる窓口であるということです。読みた

かった本が見つかって嬉しい、楽しかった、勉

強になった、などの感想を直接お聞きでき、こ

の組織の一員であることが誇らしく、やりがい

を感じる瞬間でもあります。

もう一つは、対面リーディングサービスの

ボランティアコーディネイト業務です。

対面リーディングは、利用者の方の目の代わ

りとなり、図書や郵便物、書類などの代読や

代筆を行うサービスであり、利用者の方のご希

望と、引き受けてくださるボランティアの方の

コーディネイトをするのが私の役割です。

この業務でいつも感じるのはボランティアの

皆様の頼もしさです。どんな内容であっても

初見ですべてに対処してくださいます。英語、

漢文、難解な文字、立体パズルの解説、代筆

など依頼は様々あります。そして私はといえば、

対面が始まれば、どんな場合でもすぐサポート

できる態勢でいるべきなのですが……まだまだ

力およばず、ボランティアの方と一緒に頭を抱

え込むことも多々ある状況です。まだまだ未熟

な私ですが、対面というこの仕事を通して、直

接利用者の方やボランティアの方に会ってお話

しできることに喜びを感じています。

このように、未熟ながらも異なる２つの業務

に携わり奮闘する毎日です。その中で難しさや

嬉しさ、そして感謝の気持ちをたくさん持ちな

がら、これからも勉強を重ねていきたいと思っ

ています。私の描く曲線はまだまだ続いていく

のです。

イラストは筆者作

センターのページ
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拡大掲示板

４月以降の点訳・音訳講習会等の予定

以下の予定は、今後、状況の変化により変更

することがありますので、ご承知ください。

◆点訳講習会

＊2020年度｢点訳ボランティア養成講習会｣は、

日程を再調整し、本誌５月号、当館ホーム

ページ等でご案内します。

＊専門点訳講習会｢理科、算数・数学コース｣は

２～３月に開催する予定でしたが、実施を延期

しました。４月以降に日程を再調整し、受講

申込済みの方にご連絡します。

＊2019年度｢点訳ボランティア養成講習会｣の修

了式は４月３日(金)に行い、式に続いて補講

を実施する予定です。

◆音訳講習会

＊2020年度｢音訳ボランティア養成講習会｣は、

(１)と(２)は４月７日(火)から開講予定です。

同講習会の(３)は４月中旬に試験を実施の上、

５月15日(金)から開講予定です。

＊｢橋本勝利のフォローアップ講座｣(前期)は、

水曜コースが４月８日、金曜コースが４月24

日から開講予定です。

＊2019年度｢音訳ボランティア養成講習会(３)｣

は、３月の休講２回分を４月30日(木)と５月

14日(木)に実施する予定です。

盲導犬育成チャリティコンサートにご来場を

日本ライトハウスでは、盲導犬育成のための

第38回チャリティコンサートを６月14日(日)13時

30分から大阪市北区のザ･シンフォニーホール

で開催します。毎年１千人余りのお客様が楽し

みにしてくださっている演奏会です。４月以降

の行事の開催が危ぶまれる中ですが、ぜひとも

事態が改善に向かい、無事に開催されるように

願っています。出演は、昨年に引き続き指揮澤

和樹、ヴァイオリン川畠成道、管弦楽千里フィル

ハーモニア・大阪。演奏曲目はドボルザークの｢交

響曲第９番ホ短調『新世界より』作品95｣と｢ヴァ

イオリン協奏曲イ短調作品53｣、エルガーの｢行進

曲『威風堂々』作品39｣より第１番他。「威風堂

々」などの演奏には大阪市立堀江中学校吹奏楽部

も特別出演します。入場料3,500円(当日指定券引

換)。チケットは当館３階総務係で販売。来館

できない方は、募金事業部(電話06-6968-1030)

まで電話でお申し込みください。視覚障害者の

方を招待するためのアミティチケット(1,000

円)の購入にもご協力をお願いいたします。

この「感謝報告｣欄は､当センターの事業にご協力いただいた方々のお名前と内容を感謝を込めてご紹介

するものです。本号では2020年2月分を掲載いたします。大勢の皆様のお名前と幅広い活動内容を限られた

誌面に収めるため､見にくい編集や掲載順の一部変更､敬称の省略等をどうかお許しください。

 点 字 製 作  

2月分完成点字図書

9タイトル31冊(書名､編著者､

冊数､点訳者､校正者)

お好み焼きの物語

(近代食文化研究会) 5冊

点:安井良恵

校:G校正 橋詰玲子

韓めし政治学(黒田勝弘) 1冊

点:瀧田愛子

校:G校正 平野 健

ごみ収集という仕事

(藤井誠一郎) 5冊

点:篠原苑子

校:G校正 宗像真李子

雑兵物語

(かもよしひさ訳･画) 2冊

点:安井良恵

校:G校正 橋詰玲子

｢通貨｣の正体(浜矩子) 3冊

点:石川亜紀

校:木村寿子 加尾美千子

日本の子守唄(西舘好子) 3冊

点:西田恵美子

校:G校正 平野 健

フォト･ドキュメンタリー朝鮮に

渡った｢日本人妻｣(林典子) 3冊

点:清水浩子

校:中川春美 平野 健

僕がロボットをつくる理由

(石黒浩) 2冊

点:春江由美子

校:G校正 八木光子

47都道府県の歴史と地理がわかる

事典(伊藤賀一) 7冊

点:井上重子 髙木智佳子

高橋淳子 都解節子

丸山順介

校:G校正 平野 健

感 謝 報 告
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 録 音 製 作  

2月分完成録音図書

14タイトル(書名､著者､録音

時間､音訳者､校正者､編集者)

近江路を歩いた人 (々江竜喜之) 6:22

音:山本雅子

校:遠藤敬子 米谷治子

渡辺一枝

編:山崎千代子

気の利く大人のひと言目

(斎藤孝) 3:25

音:横山栄子

校:畑 豊弥 岡村佳子

濵 欣子

編:吉川順子

教養としてのビール

(富江弘幸) 5:32

音:上月直子

校:中澤康子 西田芳美

編:吉川順子

近鉄中興の祖 佐伯勇の生涯

(神崎宣武) 11:43

音:小林万智子

校:鈴木ますみ 植田美穂子

編:辻野玲子

小泉信三(小川原正道) 7:40

音:前川祐子

校:吉田典子 宮 清子

土井賀津子

編:山崎千代子

精神科医が断言する｢老後の

不安｣の9割は無駄

(保坂隆) 4:22

音:内藤かほる

校:小山久子 上田道子

阪越紀子

編:若槻敬子

パラダイス山元の飛行機の乗り方

(パラダイス山元) 8:45

音:立上敦子

校:佐藤保子 八十嶋敦子

浜本裕子

編:畑 豊弥

バリアフリー温泉で家族旅行続

(山崎まゆみ) 8:57

音:浜本裕子

校:野﨑淳子 水谷和子

辻野玲子

編:吉川順子

ペットと葬式(鵜飼秀徳) 9:19

音:山口孝代

校:山中眞理子 辻野玲子

植田美穂子

編:岡村佳子

本気になって何が悪い

(唐池恒二) 11:11

音:増木純子

校:岸田素子 植田美穂子

編:伊東晴子

本物のチーズをめぐる冒険

(国武建明) 3:56

音:岩田真智子

校:川辺洋子 木村純子

前田元子

編:石井ふみ代

街角の昭和遺産(河畑悠) 3:40

音:山田啓子

校:二宮真理 植田美穂子

編:山崎千代子

山のきもち(山本悟) 19:36

音:福池恵理子

校:小林幸子 福島博子

植田美穂子

編:川端正子

ヤングケアラー

(渋谷智子) 8:45

音:福池恵理子

校:小林幸子 小林万智子

荒木良子

編:本村英子

 プライベート製作  

点字図書

言語学入門(佐久間淳一他) 4冊

点･校:坂和員子 西岡貴美子

本条祐子

校:杉島貴子 有光美穂

｢金平糖｣第146回短歌サロン 1冊

点:待田敏彦

校:若林安也子

録音図書

シャーロック･ホームズと金田一耕助

(実吉達郎) 7:29

音･編:坪田捷子

スペースパン ワイド オリジナル

レシピ集

(アサヒ軽金属工業株式会社) 1:48

音･編:辻野玲子

中年核弾頭｡(尾関栄二) 2:57

音:松本公丹子

編:辻野玲子

 定 期 刊 行 物  

『読書』2020年3月号

デイジー版 1:16

音:寺下千秋 校:下山とよみ

『JRニュース』2020年3月号

点字版 3冊

点･校:金曜日グループ

『お役立ち目録～地震』

2020年3月号

デイジー版 0:12

音:寺下千秋 校:下山とよみ

『子供の科学』2020年1月号

デイジー版 4:10

音･校･編:グループ汐(ゆうしお)

井駒多津子 岸田素子 澤田美那子

夛田禮子 田中英子 土井明美

南浦京子 宮 清子 吉田 薫

『サイエンスかわら版』2020年

1月号

デイジー版 4:31

音･校･編:情報文化センター

｢理数チーム｣

大桑久美子 小倉玲子 北川温子

木村純子 橋本万里 溝渕久美子

目連雅子

感 謝 報 告
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『英語よもやま通信』2020年3月号

デイジー版 2:26

音･校･編:情報文化センター

｢英語チーム｣

川端真知子 川辺洋子 小林幸子

中島美穂 中島 睦 中原尚子

前田元子 的場操代 脇本登志子

『日経パソコン』2020年2月号

デイジー版 5:38

音･校･編:情報文化センター

石井那智子 小倉玲子 片岡珠子

桂 公子 金井典子 川端真知子

北川温子 木村純子 小林幸子

小森佳津子 坂口幸子 阪本由美子

佐々木マス子 佐山敦子 嶋川真理子

下山とよみ 夛田禮子 寺下千秋

寺田美枝子 西田芳美 西村郁子

二宮真理 橋本万里 浜本裕子

福島博子 前田元子 三上 菊

目連雅子 横山時子

『鍼灸OSAKA』Vol.35 No.2

(2019 134号)

デイジー版 9:57

音･校･編：情報文化センター

｢東洋医学チーム｣

荒木良子 有末 道 岩崎千佐子

植田美穂子 遠藤敬子 大坂陽子

片岡珠子 金井典子 壁谷岑子

久保洋子 佐々木マス子 佐藤圭子

佐山敦子 関岡直江 夛田禮子

野﨑淳子 羽淵雅子 濵 欣子

濵名あきよ 浜本裕子 前川祐子

前田元子 三上 菊 山本雅子

渡辺一枝

『週刊新潮』デイジー版

◆2020年2月6日号 9:56

岡村勝彦 柏木和子 加藤紀美子

上田啓子 河原眞知子 衣田智恵美

木村加代 黒河典子 正田潤子

中村千賀子 中村直美 中本和代

西田文子 野村美穂子 東浦雅代

久富恭子 兵頭つね子 深津綾子

編:中本和代

◆2020年2月13日号 10:59

畔田文恵 有川美津子 上原多美子

大島幸枝 大橋恵子 大森恵子

岡﨑節子 加藤和夫 上村裕子

北元直子 坂口幸子 阪本由美子

坂本雪枝 佐藤圭子 佐藤公平

澤井 稔 沢田玲子 鈴木栄二

鈴木恵子 髙田雅子 武市敦子

竹山智子 寺下千秋 永井憲子

中島恵子 濵 欣子 林 由子

平野さち 福井栄子 前田元子

増田典子 八十嶋敦子 山本スズ子

和布浦眞里子

編:小森由紀子

◆2020年2月20日号 10:40

荒木節子 岩谷友子 太田貴子

大山節子 越智真弓子 北村優美子

清水百世 新熊美衛子 髙久俊子

田渕浩子 寺西竹子 当房公子

中本和代 成田由起 西村道子

西山トシ子 直場徳宥 橋本明子

橋本佳子 服部秀美 星子鐵郎

前田元子 松原和子 柳内登喜子

山下 豊 和田文子

編:中本和代

◆2020年2月27日号 10:59

有川美津子 稲田至功子 大島幸枝

大塚しづ子 岡﨑節子 長田志野

上村裕子 川添美智子 川端砂代子

久下悦子 久保諄洸 小池雅子

國分清子 阪本美紀 坂本雪枝

佐藤圭子 佐藤公平 澤井 稔

澤田由紀 沢田玲子 嶋林茂子

嶋津美香 島田悦代 鈴木栄二

武市敦子 田宮加代 地上博子

坪田捷子 冨田久美子 中地淳子

中田美里 野村純子 橋村惠子

兵頭賢一 平田惠美子 弘津千加子

前田元子 森口慶子 湯浅里美

和田啓子 和田ゆう子 和布浦眞里子

編:古跡眞知子

◆新潮音訳協力グループ

八幡市民図書館朗読ボランティア

サークルよむよむ

奈良県視覚障害者福祉センター

｢草笛会｣

グループN-BUN

デイジー大阪

 館内お手伝い  

図書 情報サービス

飯村康志 板波キミ 板谷照美

上田敬子 海上映一 片岡忠克

木村謹治 帰村千恵 小寺高子

小林弘子 武部はつ子 塚本紀子

当房公子 西 征子 逸見恵子

福冨小夜子 堀川由美子 宮嶋昌代

宮野興子 森本益子 若槻敬子

渡邊洋子

［茨木市バラの会］

堂 晴美 永崎利恵

◆2月の貸出実績

点字 191tl DAISY 3613tl

テープ 27tl

★2月の人気貸出図書★

(当館製作図書。順不同。)

【点字図書】

大人の礼服とマナー

(美しいひとBOOKS)

｢身体(からだ)を売る彼女たち｣

の事情(坂爪真吾)

歯痛の文化史(J･ウィンブラント)

駅そば東西食べくらべ100

(鈴木弘毅)

【録音図書】

人間にとって病いとは何か

(曽野綾子)

緊急検証大阪市がなくなる

(吉富有治)

情報隠蔽国家(青木理)

小林一三 天才実業家と言わ

れた男(小堺昭三)

整理・情報サービス

板波キミ 板谷照美

鱗星千恵子 逸見恵子

岡田満千代
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電子書籍

池尻三千子 西村佐世子

情報システム

森田敏子

 電子書籍  

～一ツ橋綜合財団助成事業～

マルチメディアデイジー図書を

はじめとする当館の電子書籍は、

公益財団法人一ツ橋綜合財団の

ご助成により製作されています｡

◆マルチメディアDAISY図書

留学生と中学生･高校生のための

日本史入門

スキャン･OCR:岩井和美

テキスト化:長井純子 永薮直子

DAISY編集:足立佐紀子

DAISY校正:山田理子 森田敏子

画像:浦浜容子

音(TTS):吉田典子

ナトセンおすすめYA映画館

スキャン･OCR:岩井和美

テキスト化:永薮直子 森田敏子

DAISY編集:加藤珠子

DAISY校正:足立佐紀子

山田理子

画像:加藤珠子

音(TTS)･校正:吉田典子

◆プライベート製作

ラジオドラマ脚本入門

中川幸子

『キリストにある勝利の日々』

半世紀を日本に捧げた宣教師

木原富子 佐藤久子

千徳節子 新田 優

Pythonによる統計分析入門

森田敏子

子どもへの現代的視点

田ノ岡真衣 木原富子

佐藤久子 千徳節子 新田 優

 対面リーディング  

秋本直美 池本滋子 稲田至功子

内山扶美代 荻野珠紀 奥井秀子

奥西規代子 長田志野 桂 公子

鎌田 潤 菊池雅子 北川 悟

小杉洋子 坂本雪枝 澤井 稔

嶋津豊子 首藤博子 髙橋真紀

高橋美代子 辻村 稔 中本由美

畠田幹子 畑佐眞知子 麓 孜子

古川孝子 古木昭子 本荘一子

前田元子 待田敏彦 松谷富子

眞野祥子 宮坂暁子 向井民子

目鷹直美 森田 陞 山内一子

山内紀代子 山下喜美 米田るみ子

和布浦眞里子

2月 利用者9人･41件

ボランティア40人

『対面リーディング通信』編集

伊東晴子 木村謹治 澤井 稔

細井昌子

 音 声 解 説  
(ボイスぷらす)

◆シネマ･デイジー

｢ドリーム｣

ナレーション:松原 博

台本制作･編集:北川富美代

古澤満寿枝 松原 博

台本校正:中嶋真弓

◆製作協力

｢Adaptive｣

日本語吹き替え:清水賢造

廣野美代子

 パソコンサポート  
(ボイスネット)

【2月実績】

来館:木村朱美 吉井いずみ

HP更新:中条正信

週報:高田佳直

 国 際 交 流  

ダスキン･アジア太平洋障害者

リーダー第21期生アリ･トミー

･ヘーゼルマンさんの研修協力

西垣泰子 ネルソン桂子

待田敏彦 山本 香

 ご 寄 附  

全国PHP友の会PHP思いやり運動

同志社国際学院初等部4年生有志

赤澤俊子 北山さくら

西山利子 湯川欣晃 匿名1件

(敬称略をご容赦下さい)

◎ボランティア友の会バザー

物品のご提供者

皆様から多数の品物をご寄贈いた

だき、まことにありがとうござい

ます。バザーは中止となりました

が、後日開催されましたら、売上は

ご寄附を含めて、友の会の活動資

金に充当させていただきます。(お

名前は50音順・敬称略)

有末 道 板谷照美 伊東晴子

岩崎千佐子 小倉玲子 金井典子

木村純子 木村寿子 園田香代子

高橋淳子 竹内清子 竹田佳代

谷澤耀子 谷口伊都子 都解節子

西村佐世子 野上満智子 華崎律子

福島博子 藤田比呂子 古本扶美子

逸見恵子 溝渕久美子 桃井耀子

森本益子 雪岡加奈子 若松ひろみ



活動歴20年・30年以上の皆さまに感謝状

当館では、毎年３月に行うボランティア交流

会・感謝式典で、活動歴20年以上と30年以上の

方々に感謝状を差し上げています。今年は中止

になってしまいましたが、４月以降なるべく早

く当館４階の会議室で感謝式典を催します。そ

の折には、ぜひ多くの皆さまのご参加をお願い

いたします。この度、受賞されるのは次の方々

です。長年に亘り、視覚障害者の方々への図書

製作・情報提供にご尽力いただき、まことにあ

りがとうございました。これからもお元気で、

お力添えくださるようにお願いいたします。

活動歴20年以上

点字製作係＝有光美穂さん、加瀬 孝さん、

宍戸邦栄さん
し し ど

対面リーディング＝眞野祥子さん
さ ち こ

電子書籍＝池尻三千子さん、新田 優さん(お
ゆう

二人とも｢拡大写本｣から開始されました)

活動歴30年以上

対面リーディング＝麓 孜子さん
ふもと あ つ こ

録音製作係＝渡邊周子さん
か ね こ

ダスキン研修生、サモアのアリさんが来館

当館では毎年、ダスキン愛の輪基金のアジア･

太平洋障害者リーダー育成事業の研修に協力し

ています。今年は第21期生としてサモア独立国

のアリ･トミー･ヘーゼルマンさん(31歳、男性、

全盲)を迎え、３月17日から28日まで当館を中

心に研修を行っています。アリさんはサモア、

フィジー、オーストラリアなどで学んだ後、ラ

ジオのアナウンサーやインクルーシブ教育の視

覚障害支援官として働き、サモア視覚障害者協

会の代表も務めました。昨年９月に来日し、日

本語を学んだ後、東京と京都で研修を受け、母

国に初の点字図書館を作り、点字図書や録音図

書を作りたいと意欲を燃やしています。当館で

は点字図書館のシステ

ムを学んだ他、リハビ

リセンターや点字出版

所、盲導犬訓練所で研

修。ボランティア活動

や訪問先の施設が休止

する中ですが、とても

明るく元気な青年で、外国語も得意なため、日

本語で多くの人と会話や交流を行っています。

今後とも彼の活躍を応援したいと思います。

職員採用のお知らせ

当館では４月１日付で二人の職員を採用しま

した。どうぞよろしくお願いいたします。

内川亜佑美 製作部点字製作係

製作部録音製作係中川 史
ふみ

あ ゆ み

【３月】

１日～31日 ボランティア活動休止

17日 ダスキン研修生アリさん研修(～28日)

予 定
【３月】

27日 ｢ボランティア交流会｣中止

31日 ５階サービスフロア休室(年度末棚卸し)

【４月】

９日 ボランティア友の会世話人会

５階サービスフロア・別館図書情報係

休室(書庫・在庫整理日)

16日～18日 ｢バリアフリー展｣中止

17日 法人新任職員研修(当館)

18日 オープンデー(館内見学日、要予約)

編 集 同僚の杉原佳子さんが昨年の３月14日

後 記 突然亡くなられて一年が経ちました。

最後に出勤された日は、一日、本館３階の書庫

を整理されていました。｢総務の方は５時で帰ら

れますね？｣と聞かれ、｢そうだと思います｣と

答えたのが、最後の会話となりました。個人的

には、ときどきおみやげのお菓子やチョコを

もらったり、渡したり……。｢頑張らないと｣、

そう思うとき、机の片隅の写真の杉原さんがい

つもエールを送ってくれています。昨日、東日

本大震災から９年が経ちました。亡くなった方、

行方不明の方の無念を思うと、生かされている

ものが胸に手をあて、これからを切り開いてい

かないと、と気持ちを新たにしました。（一）
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